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問　　　　　　　題 正解率

クラス ダンガン エンジョイ Ｑ－Ａ （Ａ）－（Ｄ）－（Ｂ）－（Ｅ）－（Ｃ） 100%

ｽﾀｰﾄ～1CP 23.85 23.8 Ｑ－Ｂ １８１３ｍ 53%

迂回路 23.49 23.5 Ｑ－Ｃ 旧白沢村の花・木・鳥 82%

１ＣＰ～２ＣＰ 6.51 6.5 Ｑ－Ｄ 林道の先が市営水道の水源地のため 100%

２ＣＰ～３ＣＰ 8.06 8.1 Ｑ－Ｅ ドローン技能 100%

３ＣＰ～４ＣＰ 8.18 8.2 Ｑ－Ｆ ４人 88%

４ＣＰ～５ＣＰ 9.92 9.9 Ｑ－Ｇ 縦走、踏査 71%

５ＣＰ～６ＣＰ 12.09 12.1 Ｑ－Ｈ 硬度：２２．０　　取水量：１６　Ｌ（ℓ）/ｍ 18%

６ＣＰ～７ＣＰ 12.38 12.4 Ｑ－Ⅰ ２８．２℃低い 59%

７ＣＰ～８ＣＰ 10.48 10.5 Ｑ－Ｊ 道の駅の標高（８１３ｍ） 100%

８ＣＰ～９ＣＰ 13.13 13.1 Ｑ－Ｋ １２６０００坪 94%

９ＣＰ～ＦＣＰ 7.48 7.5 Ｑ－Ｌ カエルとカニ 0%

Ｑ－Ｍ ２３９枚 88%

112.08 112.1

問題X-1 ３３図先 82%

ＯＤ 7.453 問題X-2 公園の完成 88%

問題X-3 ２１図先 47%

【解説】　コース

短いながらもダートもあり、山道中心のレイアウトの結構タフなコースで、「ｏｋｉｒａｋｕ」ではなかったでしょうか？
距離は長めでしたが、流れのいい道で、「okiraku」にドライブを楽しんで頂けたのでは？
『お気楽にドライブ』をテーマに始めた『OQR』ですが、下記のクイズも「okiraku」ではなかった様ですし、なかな
か方向性が定まりません・・・<(_ _)>　しばらく試行錯誤が続くかもしれませんが、宜しくお付き合いください。

【解説】　距離　　
一桁減点は、チョット少なめの５チームでした。　今回は、結構アップダウン多いコースだったのですが、上り区
間が主体だった５ＣＰ～６ＣＰ間の減点が多かった様です。

【解説】　クイズ　　
クイズは少なめでしたが、調べ問題もあり、これも「ｏｋｉｒａｋｕ」ではなかったでしょうか？
作成者がトラップを仕掛けたＱ－Ｌは、残念ながら（？）正解者「０」で、レッドカードを頂いてしまいました。
Ｘ問題も３問だけでしたが、意外と難しかった様です。

Ａ これは、ＣＰで見渡してもらえば、簡単でしたね。　それぞれ下記にありました。
（Ａ）スタート『道の駅　あぐりーむ昭和』の旬菜館　　
（Ｂ）８ＣＰ『サラダパーク』の総合案内所の隣にあったレストラン
（Ｃ）ゴール『道の駅月夜野矢瀬親水公園』の農産物直売所
（Ｄ）１ＣＰ『道の駅白沢』の農産物直売所の向いにあったソフトクリーム売り場
（Ｅ）９ＣＰ『ＪＡ薄根支所（産直所やさいの杜）』

Ｂ 一番高い標高は、武尊山の「２１５８ｍ」　
一番低い標高は、昭和村役場の「３４５ｍ」でしたので、
その差は１８１３ｍになります。

Ｃ 市町村の花、木、鳥という事はすぐに判ったと思います。　『道の駅白沢』は、今は沼田市になっていますが、
市町村合併前は白沢村でした。 http://www.city.numata.gunma.jp/shisei/shirasawa/gaiyo/1002816.html

現沼田市の市の花はききょう、木はさくらで、鳥の制定は無い様です。
Ｄ これは、林道入口の遮断バーの説明板を確認すれば簡単でした。

Ｅ これも正門から校舎の正面入り口を確認してもらえば、『ドローン技能訓練校』の看板が見えたと思います。
この看板を見て、『あれ？もしかして廃校になった・・・？』と気付きました。

距　　離（km）



Ｆ 廃校になった年月を確認して頂く必要がありました。　　平成28年3月（平成27年度）に廃校になりました。
平成27年度に1年生、2年生、3年生だった児童は、今年（今年度）も小学生です。

Ｇ 記念碑には、あかぎ国体《縦走、登はん、踏査》の３競技、片品国体《ジャイアントスラローム、クロスカントリー、
ジャンプ》の３競技を開催したとありました。　国体の競技を調べて頂く必要がありました。
冬季大会のジャイアントスラローム、クロスカントリー、ジャンプは、現在も開催されています。
秋季大会の「山岳競技」の内、縦走、踏査は現在は廃止されています。
登はんも2002年からクライミングに改名されて、競技内容も以前とは変わっている様ですが、競技としては継
続されています。

Ｈ この問題は、チョット難しかったでしょうか？　問題文に書いた「尾瀬の郷片品湧水群」のパンフレットが手に入
れば簡単に判ったのですが、皆さんが参加されたときには無かった様です。
http://www.vill.katashina.gunma.jp/meisui-rev/bunsekidata/index.html
このページにパンフレットと同じ内容が書かれています。　ただ資料が古いので勿論道の駅は記載されていま
せんが、【花の谷湧水 （鎌田・花の谷公園）】がここの湧水になります。
現地の説明書きは、パウチされていましたので、手作りの説
明書きと思われます。　パソコンで作成した人の入力ミスで
しょうね。
硬度は、「22.0」とすべきところを「220」と入力したのでしょうね。これは、現地の説明板に『軟水であり・・・』とあ
りましたので、軟水の硬度が「220」と言うのは変だと気が付かれたでしょう。
取水量は、「16ｌ／m」と書いたつもりだったのでしょうが、「ｌ（エル）」を「１」と打ち間違えたのでしょうね。
両方を答えられた方が正解です。

Ⅰ これは、スタート地点の泉温を確認しておく必要がありました。スタートが朝早くて、まだ足湯が開いていなく
て、ゴール後確認に戻られた方もいらっしゃった様です。　作成時もゴール後、スタートの泉温を確認しました。
『３℃高い』の誤答が複数ありました。　スタート地点の泉温を「温泉分析書」の７３．２℃ではなく、近くに貼って
あった説明書きの「設定温度４２℃前後」で考えられた様です。

Ｊ これは、立て看板を確認すれば簡単でした。　標高８１３ｍもあるのですね・・・。
標高８１３ｍの記載の有無、誤記は不問としました。

Ｋ 説明板に「４２町歩」とありました。　1町歩＝３０００坪ですので、計算して頂けたらよ
かったです。

Ｌ この問題は、簡単そうでしたが、注意力を試させて頂きました。
青色囲みの部分には「カエル」の陶芸人形が一杯ありました。
これに気を取られて、皆さんこれだけを確認された様です。
赤色囲みの部分に形が明らかに違う陶芸人形がありました。
足が８本ある（ハサミが無いのですが・・・　タラバガニ？）ので、
カニをデフォルメしたものです。
気が付かれた上で、カエルと判断された方はいらっしゃるかな・・・？

Ｍ DWR71に引き続き、踏み板数え問題でした。　最後の踏み板の幅が狭かったDWR71の時と違い、今回は特に
問題なかったと思います。　ひび割れた部分を勘違いされないように問題文に注記を入れておきました。

Ｘ問題は、３問だけだったのでいつものヒント（キーワード）は付けませんでした。
その為、意外と難しくなった様です。　

X-1 ３３図先にありました。　２回出てきましたし、これは簡単でしたね。
https://goo.gl/maps/wLnvPcgLk392

X-2 『道の駅　尾瀬かたしな』の芝生広場のＱ－Ｊの近くにありました。　
平成１３年に「花の谷公園」が出来た時に立てられた石碑でした。

X-3 キーワードが無かったため、これが意外と難しかった様です。　２１図内にありました。
https://goo.gl/maps/5bisr1LkAep 左側の木が切られて、ストリートビューとは風景がかなり変わっていま

した。　また、右にあった『警笛鳴らせ』の標識が支柱から外れて下に落ちていた様です。
キーワードがあれば、一番最初にX-2の前に出てきましたので、リカバリーできたかもしれませんね。
小さな標識だったので、林道っぽい所にあるのではとの推測で、３４図先の誤答が多かったです。
３４図先にも進行方向とは逆向きに、『警笛鳴らせ』と『注意』標識がありましたが、 『右方屈曲あり』標識はあり
 ませんでした。 　『警笛鳴らせ』と『右方屈曲あり』が上下に並んだ標識があった様です。（Ａ訂正）
正解に変更はありません。

年　度 期　　間 学　　　　年
平成27年度 H27年/4月～H28年/3月 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生
平成28年度 H28年/4月～H29年/3月 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生
平成29年度 H29年/4月～H30年/3月 3年生 4年生 5年生 6年生
平成30年度 H30年/4月～H31年/3月 4年生 5年生 6年生

1人 2人 1人 1人 0人 1人

硬度 ｐH 取水量

現地の表記 220 7.5 161/ｍ
パンフレット表記 22 7.5 16(㍑/分)


